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報道関係者各位                                                    2021年 3月吉日 

自転車の安全利用促進委員会 

 

  

 

 

 
 

 

自転車の安全利用促進委員会では、新学期に向けて、全国都道府県別の中学生・高校生の通学時における自転車

事故発生件数について調査・分析いたしましたので、ご報告いたします。 

今回の調査は、公益財団法人交通事故総合分析センターITARDAから提供を受けた 2019年（1月～12月）の事故

データを当委員会メンバーである公益財団法人自転車駐車場整備センター自転車総合研究所 所長 古倉宗治氏の

監修のもと調査・分析いたしました。今回の調査のうち、都道府県別の中高生の自転車通学時の事故件数については、

2016年（2014年分データ）から毎年継続して行っており、今年で 6年目になります。 

 

全体で見ると通学時の自転車事故件数は、中学生・高校生ともに前年より減少しました。また、1 万人当たりの事故件

数について、2014 年からの全国の傾向を見ると、全体としてはゆるやかな減少傾向にあります(減少幅が大きかった

2016 年を除く)。これは学校関係者や生徒の皆さんの自転車の安全に対する教育啓発の普及と安全意識の向上の成

果であると考えられます。都道府県別の中学生・高校生の人口１万人当たりの通学時の自転車事故発生件数は、中学

生は群馬県、香川県、佐賀県が、高校生は群馬県、静岡県、宮崎県がワースト3県という結果となりました。前年（2018

年）同様、中高生ともに群馬県がワースト１になり、高校生に関しては６年連続ワースト１となりました。 

また、学年別の事故分析では中学生・高校生ともに1年生の事故が多い傾向があり、高校生では約8割、中学生では

約半数の都道府県で 1 年生の事故が 3 学年中最も多くなっています。中学校・高校入学を機に自転車通学を始める

生徒も多いことから、本格的な通学を開始する前に自転車の安全について適切な指導をすることが重要といえるでしょ

う。 

自転車の安全利用促進委員会は、自転車に関する調査等による注意喚起を行っていくほか、全国の教育委員会や

学校と連携した交通安全教室などを通して、皆様に安全安心で楽しい自転車生活を送っていただくための啓発活動を

行っております。各調査の詳細につきましては次ページ以降をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査トピックス 頁 

① 2019年都道府県別事故件数ランキング 
●全国の通学事故件数は少しずつ改善傾向が見られる 
●中学生の 1万人当たりの事故件数ワースト 1位「群馬県」2位「香川県」3位「佐賀県」 
●高校生の 1万人当たりの事故件数ワースト 1位「群馬県」2位「静岡県」3位「宮崎県」 

２ 

② 中・高 1年生の事故件数ランキング 
●中学生、高校生ともに 1年生の事故が最も多い！  ３ 

③ 通学時自転車事故の加害者率ランキング 
●中・高ともに自転車事故の約 2割で生徒が加害者になっている！ 
●高校生の加害者割合（一当）率ワースト 1位「京都府」2位「東京都」3位「栃木県」 

３ 

④ 安全な自転車通学のためのポイント 
●まず、通学用自転車自体の安全性を確認！ 
●自転車保険の加入やヘルメットの着用で、もしものときのリスク回避を 

４ 

 

2019年 都道府県別・自転車通学時の事故件数ランキング 
 

事故件数は前年比減。都道府県別では中・高ともに「群馬県」がワースト１ 

中学生では「高知県」、高校生では「長野県」「徳島県」が事故大幅増でワースト 10入り 

 

【本件問い合わせ先】   

自転車の安全利用促進委員会事務局 担当： 成清
なりきよ

、池山 

TEL：03－5771-9951  /   FAX：03-5771-5524  /   e-mail：info@jitensha-anzen.com 
 

＜調査監修＞ 自転車の安全利用促進委員会 古倉宗治(こくら・むねはる) 
    公益財団法人自転車駐車場整備センター自転車総合研究所 所長 

東京大学法学部卒業。建設省、東京工業大学助教授、（財）民間都市開発推進機構都市研究センター、（財）

土地総合研究所、(株)三井住友トラスト基礎研究所等を経て 2018 年から現職。自転車施策の第一人者として

講演会の他、NPO法人自転車政策・計画推進機構を主宰。国や公共団体の委員としても活躍中。博士（工学）。 
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① 2019年都道府県別事故件数ランキング 
●全国の通学事故件数は少しずつ改善傾向が見られる 

●中学生の 1万人当たりの事故件数ワースト 1位 群馬県、2位 香川県、3位 佐賀県 

●高校生の 1万人当たりの事故件数ワースト 1位 群馬県、2位 静岡県、3位 宮崎県 
 
全国の中高生の自転車事故の状況について、全国計の１万人当たりの自転車事故の推移を見ると、2016 年を除き全

体として右肩下がりの傾向で、少しずつではありますが、改善の傾向が見られます。これは中高生の自転車事故の状況に

対する理解が進み、その対策を関係者が真剣に取り組んでいることの表れであると言えるでしょう。 

このような傾向の中で、全国の中高生の自転車事故の状況について 2019年の事故データをもとに都道府県別に事故

件数ランキングと１万人当たりの事故件数ランキングを作成しました。事故件数は全国計で中学生１万人当たり 5.23 件

（1,712 件）、高校生で 24.24 件（7,934 件）でした。これは前年に比べて、中学生-0.32 件、高校生-1.0 件でそれぞれ

減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
都道府県別データを分析してみると、中学生は順位の入れ替わりはあったもののワースト 3 は前年（2018 年）ランキン

グから変動がありませんでした。一方で高校生は、前年 3 位だった山梨の事故件数が大幅に減少し 11位に、前年 4位

だった宮崎県が 3 位となりました。中学生では高知県と岡山県が、高校生では長野県と徳島県が前年より大きく事故件

数が増加し、ワースト 10に入っています。ワースト 1は中高生ともに群馬県で、高校生に関しては 6年連続ワースト１とな

りました。 

 

＜通学時の 1万人当たり自転車事故件数ランキング＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

調査の詳細 



3 

 

②中・高 1年生の事故件数ランキング 
●中学生、高校生ともに 1年生の事故が最も多い！  

 

続いて、学年別の事故について調査したところ、前年同様中学生・高校生ともに1年生の事故が学年別で最も多いこと

がわかりました。高校生では約 8割、中学生で約半数の都道府県で 1年生の事故が多くなっています。 

中学校・高校1年生で初めて自転車通学を開始する生徒も多く、新しい通学路にもまだ慣れていないために1年生の

事故が多いと考えられます。特に 1年生に対しては、通学路の危険箇所の確認や自転車安全利用五則※などの基本

的な指導をしっかりと行うことが大切です。 
※自転車安全利用五則…①自転車は、車道が原則、歩道は例外 ②車道は左側を通行 ③歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行 ④安全ルールを守る

（飲酒運転・二人乗り・並進の禁止、夜間はライトを点灯、交差点での信号遵守と一時停止・安全確認） ⑤子どもはヘルメットを着用 

 

＜通学時の自転車事故 1年生の事故件数ランキング＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

③ 通学時自転車事故の加害者率ランキング 
●中・高ともに自転車事故の約 2割で生徒が加害者になっている！ 

●高校生の加害者割合（一当）率ワースト１ 京都府、次いで東京都、栃木県 
 

また、自転車通学中の中高生が加害者になった場合※の事故について調査したところ、通学時の事故全体の約２割

（中学生 22.1%、高校生 19.4%）が自転車側の加害事故となっており、中学生に関しては前年より 2.7%増加していること

がわかりました。全国的に見ると、中学生の方が高校生よりも加害事故の割合が高い都道府県が多い傾向にあります。

中学生の事故がない都道府県を除く 38のうち 30(約 8割)になります。これは、中学生の方が自転車利用についての経

験やルール等の学習がまだ浅く、事故の予見や回避等ができずに、加害者になる可能性が高くなることが一因だと思わ

れます。このようなことを勘案し、早いうちから重点的な指導や教育を行うことが必要です。都道府県別に見ると自転車

側の加害事故割合が最も高い都道府県は、中学生は栃木県、高校生は京都府で、どちらも前年より増加しています。

中学生でワースト１の栃木県では事故の約 6割が自転車側が加害者の事故となっています。 

事故の加害者になった場合、多額の損害賠償が必要となるケースもあります。自転車は車両です。自動車同様、事故

にあわないだけでなく、事故を起こさない意識が重要です。 

※ 自転車が第一当事者（一当）の事故＝自転車側が加害者の事故 と定義した場合。第一当事者とは、事故当事者の中で一番過失が重い人を指す。 

 

＜通学時の自転車事故 加害者（一当）割合ランキング＞ 
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④ 安全な自転車通学のためのポイント 
●まず、通学用自転車自体の安全性を確認！ 

●自転車保険の加入やヘルメットの着用で、もしものときのリスク回避を 
 

当委員会では、安全な自転車通学のためのポイントを、以下の 3つに分けてお伝えしています。 
 

◆まず、通学用自転車の安全性を確認！安全で快適に走行できる自転車を選ぶ  
自転車事故を防ごうと考えるとルールやマナー順守の徹底が浮かびますが、それ以前にまず重要なのが自転車

自体の安全性です。ある調査では、自転車通学をしている高校生の約半数は 1 年間で日本横断をするほどの距離
を走っているという結果※もあります。毎日乗るものだからこそ、しっかりとした耐久性があるものを選びましょう。また、
通学距離が長い・急な坂道があるなどの場合は、疲れにくくふらつきも少ない電動アシスト自転車を用意してあげるこ
とも選択肢の一つです。※株式会社ブリヂストンサイクル 2018年調査より 
安価に購入できる自転車の中には、フレームが折れる・ブレーキが利かない、電動アシスト自転車では、基準以上

に速度が出てしまうなどの不具合が出た例もあります。通学自転車を選ぶ際には、約 90 項目の検査に合格し国が
認めた安全の証である「BAAマーク」がついた自転車を選ぶと安心でしょう。 

 

◆年間を通じた適切な自転車通学指導の実施 
 通学時の事故を減らすには、年間を通じて適切な自転車通学指導を実施すること、また事故実態に基づいた指導
教育が重要です。これだけのことを学校で実施するのは大変と思われるかもしれませんが、各メーカーや団体から授
業で利用できるツールなども配布されておりますので、うまく活用するとよいでしょう。 
 

●時期に応じた指導教育例 

指導時期 指導例 理由

通学路の危険個所の確認、安全なルートの選択 特に新入生は新しい通学路に慣れていない

スマホ運転の禁止など基本的な安全運転のルールを指導 自転車通学に慣れてきて気が緩み、事故が増える（5月）

梅雨前 傘さし運転の禁止を徹底し、レインコートやポンチョの着用を指導 雨の日に傘さし運転が増える

夏休み 自転車のメンテナンスを促進 長期休暇というタイミングを利用

早めのライト点灯などを含めた交通ルールの復習を実施 徐々に日が短くなり、事故が増える（秋口）

専門家などを招いた自転車セミナーを実施 進級前ガイダンスの一環として（年明け）

春先

秋～冬

 
 

●事故の実態やルールの必要性に基いた指導教育 

事故実態の正確な情報※とこれを踏まえた事故防止のためのルール（一時停止の励行、車道左側通行、歩道での徐行と

車道寄りの通行など）のメリハリの利いた指導が必要。 
※例：①交差点事故が 2/3 であり、特に裏道交差点での事故が多い ②対クルマ事故が多く(自転車事故の 82%)、中でも出会頭事故

が多い(対クルマ事故のうち 53%)、歩道でも沿道の駐車場などへの出入りのため対クルマ事故が多い(歩道での自転車事故のうち 68%

で、うち出会頭事故が 60%)、車道での右側通行で沿道から出てくるクルマとの出会頭事故が多いこと等 

 

◆自転車保険の加入やヘルメットの着用で、もしものときのリスク回避を 
 調査にもあったように、中高生の約 2 割で自転車の加害事故が起こっています。なかには多額の損害賠償請求を
受けた事故事例もありますので、自転車保険には必ず加入するようにしましょう。自治体によっては自転車保険への
加入が義務化されているところもあります。自転車保険は、他の損害保険とセットになっている場合もありますので、今
一度加入有無を確認しましょう。また、ヘルメットの着用も事故発生時のリスク軽減には大変重要です。昨今では、自
転車通学生に対してヘルメット着用義務化を推進する自治体も増えてきています。万が一のときに備え、しっかりと着
用するようにしましょう。 
 

 

【参考】国も認めた安全・安心な自転車の目印、『BAAマーク』とは？ 
 

 

BAA マークは、一般社団法人自転車協会が定める自転車安全基

準に適合した自転車の『立てパイプ（サドル下のパイプ）』に貼られて

います。『BAA マーク』の自転車安全基準には全部で約 90 項目の

検査項目があり、ブレーキ制動性能、フレーム・駆動部の強度、ライ

トの光度、リフレクターの反射性能などに合格する必要があります。 
 

 
 

自転車の安全利用促進委員会 
 

自転車の安全利用促進委員会は、皆さまに安全安心な自転車生活を送って頂くため、正しい自転車

利用の理解促進や BAA マークなどの安全マークの普及・情報発信に努めています。教員向けの自転車

通学指導セミナー、学校での自転車安全教室開催も実施しています。セミナー実施の様子など、最新情

報は下記 HP をご覧ください。 

＜自転車の安全利用促進委員会 HP＞ http://jitensha-anzen.com/ 

BAAマーク 
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【参考：都道府県別の中高生 1万人当たりの自転車事故件数ランキング】 
 

 

 

 
 

 

 

 

【本件問い合わせ先】   

自転車の安全利用促進委員会事務局 担当： 成清
なりきよ

、池山 

TEL：03-5771-9951  /   FAX：03-5771-5524  /   e-mail：info@jitensha-anzen.com 
 

●中学生の 1万人当たりの通学時事故件数（2019年） ●高校生の 1万人当たりの通学時事故件数（2019年） 

順位 都道府県
1万人当たりの
事故件数

事故件数

1 群馬 33.78 179

2 香川 18.26 48

3 佐賀 15.64 38

4 徳島 14.68 27

5 高知 13.72 24

6 岡山 11.62 60

7 山梨 11.03 24

8 栃木 10.77 57

9 宮崎 10.54 32

10 静岡 9.47 94

11 滋賀 8.22 34

12 茨城 7.55 59

13 兵庫 6.65 97

14 千葉 6.49 103

15 三重 6.36 31

16 愛媛 5.93 21

17 富山 5.82 16

18 和歌山 5.75 14

19 埼玉 5.54 104

20 岐阜 5.38 30

21 山形 5.30 15

22 島根 5.15 9

23 奈良 4.85 18

24 長野 4.73 27

25 大分 4.69 14

26 福岡 4.68 64

27 福井 4.68 10

28 石川 4.60 14

29 宮城 4.38 26

30 青森 4.14 13

31 愛知 4.13 86

32 鳥取 3.96 6

33 広島 3.95 30

34 山口 3.75 13

35 熊本 3.73 18

36 秋田 3.04 7

37 新潟 2.98 17

38 福島 2.86 14

39 東京 2.59 80

40 鹿児島 2.41 11

41 大阪 2.22 50

42 長崎 2.20 8

43 北海道 2.06 26

44 京都 1.78 12

45 神奈川 1.05 24

46 沖縄 1.02 5

47 岩手 0.95 3

全国 5.23 1,712

順位 都道府県
1万人当たりの
事故件数

事故件数

1 群馬 109.11 586

2 静岡 74.98 746

3 宮崎 41.03 128

4 山形 37.80 114

5 兵庫 35.26 497

6 埼玉 34.88 612

7 長野 34.13 198

8 愛知 33.96 671

9 徳島 32.10 62

10 香川 29.99 81

11 山梨 29.77 73

12 佐賀 29.40 71

13 千葉 27.38 416

14 広島 23.32 171

15 福岡 22.95 303

16 栃木 22.71 123

17 宮城 21.50 132

18 大阪 21.18 477

19 熊本 21.17 101

20 大分 20.70 65

21 福島 19.51 99

22 岐阜 19.43 109

23 岡山 18.94 103

24 高知 18.48 35

25 神奈川 18.44 387

26 滋賀 17.59 70

27 茨城 17.03 134

28 愛媛 16.58 61

29 青森 15.56 54

30 東京 15.53 499

31 北海道 15.32 198

32 和歌山 14.33 38

33 石川 13.72 45

34 奈良 12.99 48

35 岩手 12.80 43

36 山口 12.17 43

37 鳥取 11.47 18

38 福井 10.51 24

39 富山 10.44 30

40 秋田 10.35 25

41 三重 10.12 50

42 京都 9.89 70

43 島根 9.86 19

44 鹿児島 7.73 35

45 沖縄 6.03 28

46 新潟 5.13 30

47 長崎 3.19 12

全国 24.24 7,934


